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<試合経過>初回、駿台学園中は先頭の和田が右中間を破る二塁打を放ち好機を作るも、これを生かせず無得点。その裏、上一色中は先頭の石神がライト
へ二塁打を放ち、一死３塁の好機を作る。その後、二死２，３塁とし、５番富田がライト越えの３塁打を放ち、２点を先制する。さらに２回裏、一死から８番山口が
センターへ二塁打を放ち好機を作る。９番渡辺がレフト越え二塁打でさらに１点を加える。４回表、駿台学園中は先頭の３番森山が四球で出塁し、敵失で無
死２塁の好機を作り、５番加藤がタイムリー安打を放ち得点する。さらに盗塁で好機を広げ、二死３塁から７番の藤岡が右中間を破る二塁打を放ち、さらに１点
を加え追い上げる。４回裏、上一色中は先頭を四球で出塁させ、機動力を生かし一死３塁の好機を作る。内野ゴロの間に本塁を奪い１点を追加する。さらに
安打と四球などで一死満塁の好機。３番岡田の犠牲フライで上一色中さらに１点を加える。５回、駿台学園中は先頭の林が四球で出塁し、敵失などをからめ
一死１，３塁の好機を作り、敵失で１点を追加し上一色中を追い上げるもあと一歩届かなかった。打力で圧倒した上一色中が関東を制覇した。（敬称略）
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和田（駿台）、石神（上一色）、山口（上一色）、渡辺（上一色）、藤岡（駿台）
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加藤、フォークナー、宮路－冨安
深沢、舘野、深沢－富田
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平成３０年度　第４３回関東中学校軟式野球大会
江戸川区立上一色中学校（東京）

私立駿台学園中学校（東京）
江戸川区立上一色中学校（東京）
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【投手‐捕手】

【審判】

富田（上一色）　

投手－捕手

5

上一色中 石神主将

楽しんで自分達の力を最大限に

出そうとみんなで話して試合に臨ん

だ。関東を優勝を励みにいい流れ

を全国に繋げ、全国の優勝旗を持

ち帰りたい。

駿台学園中 西村監督

初回のチャンスで取れなかった。上

一色中は挟殺プレー後一本が出た。

流れがあった。相手の方がバットが振

れていた。守備の見直しをして全中を

見直したい。

チームコメント

上一色中 西尾監督

駿台学園中には秋、春、夏と負け

ていたのでやっと勝てたという思い。

苦しい試合だったが楽しもうと生徒

には言い聞かせた。関東ブロックの

代表として恥ずかしくない戦いを全

国の舞台でしたい。


